
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
千葉ロータリークラブ会長  川﨑 鉄男 様    

      〃    幹事  山谷 恒樹 様 
 
 

 
 

 
皆様、こんばんは  
2022−23 年度が始まり、  
先週 1 週間、千葉ロータリークラブを初め第 3 クラ
ブの初例会に出席してまいりました。  
各クラブの例会に千葉東ロータリークラブの会長とし
て参加させていただきました。 前期では感じられな
かったのですが、今期は会長の重責を感じていす。  
2 年連続で参加させていただき、各クラブの会長、幹
事が変わられて、例会の雰囲気が変わっていて、組織
は人の構成で変わることを感じました。  
第 3 グループの初例会に参加して、ロータリーの会
長・幹事は、駅伝の選手のように感じています。前年
度から渡されたたすきを次年度に渡す、単年度制で 1
年間：1 区を全力で走り抜く、そんな感じを受けてい
ます。初例会で直前会長、直前幹事の皆様、1 年走り
終わってほっとしているように見受けられました。今
期会長として来期にしっかりとたすきが渡せるように
皆さんと活動していきたいと思っています。各クラブ
の初例会で活動方針が発表されていました。千葉東ロ
ータリークラブは本日基本方針の説明を行います。  

   
2022-23 年度活動方針  
長期間にわたり、コロナによる緊急事態宣言やまん延
防止等重点処置により、活動がなかなか正常化してお
りません。急な会長エレクト辞退により、引き続き私
が会長を務めさせていただくことになりました。会長、
理事、役員、委員長は前期からの同じ体制で引き続き
とさせていただきました。会員の皆様と今期 2022-23
年度も仕事と奉仕と親睦と頑張れる 1年にしたいと思 
 

 
 
 
います。 今年度ＲＩ会長ジェニファーE・ジョーンズ
氏のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」です。  
大きな夢を描き、その実現のためにロータリーの力 
とつながりを生かすことです。 
「ロータリーでの参加型の奉仕、人間的成長、リーダ
ーシップ開発、生涯にわたる友情こそが、目的意識
と熱意を生み出します」未来を描くこと、その描い
た未来を実現する為に行動することです。  

   2790 地区の年度スローガン  
「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、千葉から世界を
変えていこう！」  
第 2 スローガン  
「ロータリーを楽しみながら、地域で，そして世界で
良いことをしよう！」 千葉東クラブ会員の皆様、
親睦、奉仕を通してロータリー活動を楽しんでいけ
るようにしていきたいと思っています。  
  

【2022-2023 年度会長活動方針】  
1.ロータリーの目的である意義ある事業の基礎として
奉仕の理念を推奨して育む。  

2.ロータリアンの行動規範の倫理上の尺度となる四つ
のテストの実践  

3.10 年後のクラブ目標（ビジョン）を立てて、その
実現の為の行動計画を立案し実践する。  

4.各委員会の活動計画の実施とフォロー（Ｐ：計画、
Ｄ：行動、Ｃ：検証、Ａ：改善 ＰＤＣＡを廻す）  

5.新入会員オリエンテーションの実施をすることに 
より、会員増強及び退会防止を図る。  

6.千葉西、千葉若潮、市川シビック、近隣クラブとの
交流によりクラブ活動の活性化を図る。  

7.社会奉仕活動のチャリティーゴルフコンペ継続開催
により「生理の貧困」などの支援を継続する。  

8.千葉東ロータリークラブ会員として奉仕活動を通し
てクラブに愛着持ち、会員同士の友好、信頼を育
む。  

9.納涼家族例会、忘年家族例会、炉辺会議の開催によ
り会員相互の絆を深める。  

10.チャリティーゴルフコンペ、ボウリング大会など
メンバー及びメンバー関係者との親睦を深める。  

11.「楽しくなければロータリーではない」ロータリ
ーを楽しむため、会員の RLI への参加を促す。   

昨年度に継続での活動方針に 1 つ追加して 、10 年後
のクラブ目標（ビジョン）を立てて、その実現の為の
行動計画を立案し実践するを追加しました。1 年後、
5 年後、10 年後のビジョンを立てて、千葉東ロータ
リークラブがより良いクラブとなるように会員の皆さ
んとロータリーを楽しみながら活動していきたいと思
います。 今期 1 年よろしくお願いします。  
 

本日のお客様 
 
 

 
会長挨拶・新年度活動方針 江上会長 

 

国際ロータリー会長 
ジェニファーE.ジョーンズ 
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誕生日お祝い 
鳴海ＰＰ 田中会長エレクト 
 
おめでておうございます。 

 

 
 

 

 

理事会報告 
・8.9 月行事予定を承認いただきました別途案内 
・23-24 年度地区幹事に坂下会員を推薦しました。 
・8/1 曽我会員増強委員長卓話になります。 
・8/8 クラブフォーラム 
・8/29 ガバナー補佐訪問 
・9/12 ガバナー公式訪問（理事会） 
新年度方針 
一年間会長をサポートし「江上イマジン」を実現すべ
く皆様ご協力の程、宜しくお願い致します。 
 
 

 
寺谷親睦委員長 
・7/23 納涼家族例会の参加者は今週中に要連絡 
・8/3 第 6 回チャリティーコンペ参加者要連絡 
親睦活動に関しての出欠連絡期日をお忙しいとは思い
ますが厳守にてよろしくお願い致します。 

 
 

 

 

 

千葉ロータリークラブ会長 川﨑 鉄男 様 
皆さんこんばんは、千葉ＲＣ会長の川﨑です。 
先週の初例会に当クラブ決算理事会開催にて出席 
することが出来ず大変申し訳ありません。 
東クラブとは武田ＰＰ、宍倉幹事年度にお邪魔を 
させていただき、明るいクラブの印象です。その時の
話が「ＷＣ」のお話でいろいろなところでお話しさせ
ていただいております。また、握手タイムから始まる 
例会が非常に印象に残っております。江上会長、手塚
幹事、東ＲＣが、益々発展しますように挨拶とさせて 
いただき、本日は謝罪とご挨拶になりますが、おめで
とうございました。 

 
千葉ロータリークラブ幹事 山谷 恒樹 様 

皆さんこんばんは、千葉ＲＣ幹事の山谷です。 
一年間宜しくお願い致します。川﨑会長は謝罪で 
私は、お祝いでいかがいました（笑）。川﨑会長は人
と人との繋がりをテーマにおいております。東クラブ
もロータリーを楽しむ、地区もロータリーを楽しむ 
私も楽しむためにロータリーに入会しました。これも 
ご縁ですので皆様と楽ししみながら活動していきたい
と思います。一年間どうぞよろしくお願い致します。 
 
 

 

 
曽我会員増強委員長 

組織活性化には会員増強は絶対に必要です。昔そごう
では、新入社員が入社せず組織が暗い雰囲気になり新
たな人が入らないことが活性化につながらないことを
肌身で感じたとの事でした。私は新入会員 5 名が目
標ですが、その前に多くの人に勧めることを実行して
もらうことにより、目標は達成出来ると思います。 
宜しくお願い致します。 

今月のお祝い 
 

幹事報告・新年度方針 手塚幹事 
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武田管理運営委員長 

活動方針 
・委員会同士の連携を図り、元気なクラブ作りと、活
発な奉仕活動を支援する。 
・女性会員の増強を図る。 
活動計画 
・ロータリーの情報を会員に積極的に伝える。 
・クラブ協議会の討論の場を最大限活用する。 
・新入会員への研修会を実施する。 
・炉辺会議にて、会員相互の親睦を深める。 

 
寺谷親睦委員長 

活動方針 
・「楽しくなければロータリーではない」を基準に、
各種親睦活動を通じて会員相互・会員の家族の理解
親睦を深め、クラブに愛着を持ち友好及び信頼を育
み、思いやりの心を大切にした仲間作りと,奉仕活
動実践の一助となるような雰囲気作りに努める。 

・他委員会及び近隣クラブの活動で、親睦活動に繋が
る行事は協力する。 

【活動計画】 
・納涼、忘年例会、炉辺会議を会員相互のより一層な
親睦を図れるプログラムとして計画し、会員家族、
ゲストの参加を増やし、ゲスト及びロータリー家族
間との交流の活性化を図る。 

・ゴルフ・ボーリング・食事会等を通じて、会員相互
の絆を深める。 

 
坂下クラブ研修・プログラム・クラブ広報会報・

IT 委員長 
クラブ研修・プログラム委員会 
地区研修セミナー等に積極的に参加していただけるよ
うに案内を致します。また、新入会員オリエンテーシ
ョンを早期に実施します。また、「楽しくなければロ
ータリーではない」のスローガンを基にプログラム作
りをします。 
 
クラブ広報会報・IT 委員会 
クラブ、皆様の活動を内外に SNS を活用し発信、及
び会報の発行をしていきます。また、My Rotay 登録
率 100％を目指し活動します。 

 
宍倉奉仕プロジェクト委員長 

梶原 PG が千葉ＲＣ会長時に My Rotay 登録率 100％
を達成されたと記憶があります。強力なリーダーシッ
プで達成されたと思いますので、頑張ってください。 
活動方針 
・会長スローガンである「親睦、奉仕活動を通してロ
ータリー活動を楽しむ」ことを会員に周知する。 

・職業奉仕、国際交流、社会奉仕・青少年の各委員会
活動の連携調整を図る 

活動計画 
・各委員会活動の活発化を図り実りのある成果を出す。 
・当クラブ子から委員長を輩出しているＲＹＬＡ委員
会活動への支援を行う。 

・地区の奉仕プロジェクト委員会の情報を会員に伝達
する。 

 
工藤職業奉仕委員長 

活動方針 
ロータリアン自身の職業を通して地域への奉仕活動を 
行っており、まず自分自身の職業が信頼され繁栄する
ことが大事であり、日頃から心身ともに健康でいられ
るように心掛け、新型コロナウイルスを克服するため
に会員同士の協力推進をしましょう。 
活動計画 
月初めの例会時に四つのテストを唱和する 
卓話を通して多くの職種の理解を深める 
職業奉仕について外部講師による卓話を実施する 
他委員会と連携して職業奉仕の研修を実施する 

 
田中国際交流委員長 

活動方針 
・姉妹クラブとの交流を深める。 
・奉仕プロジェクト委員会とロータリー財団委員会と
の協調活動を行う。 

活動計画 
・台湾五福ＲＣの会長交替式（６月）へなるべく多く
の会員で出席する。 

・奉仕プロジェクト委員会とロータリー財団委員会と
共同歩調を取って、ロータリー補助金（地区補助金、
グローバル補助金）の仕組みの理解に努め、申請を
受ける方向で検討する。 



韓国のナムソルＲＣとの合同例会をハイブリットにて
行いたいと思います。オウさんには話をしてあり是非
実現をしたいと思います。ご協力の程 
宜しくお願い致します。 

 
池田社会奉仕委員長 

昨年より皆さんのご協力の上「生理の貧困」会長方針
により中心に活動していきたいと思います。 
この活動は、他クラブにも関係者を紹介し認知に 
務めるということで、千葉で最多会員数を誇る千葉
RC の会長にもお越しいただいておりますのでロータ
リークラブで今後も推し進めていきたいと思います。 

 
鳴海ロータリー財団委員長 

梶原年度寄付金はすべてにおいて達成したとのこと、
当クラブも達成していると思います。 
活動方針 
・国際ロータリーのロータリー財団の役割について理
解して周知徹底に努める。 

・クラブの奉仕プロジェクト委員会と協力し合い補助
金を活用したプロジェクトを検討する 

活動計画 
・会員一人当たり年次基金へ100ドル、ポリオプラス
へ 30ドルの寄付を目標として推進する 

・月初めの例会時に財団への寄付を推奨する 
・奉仕プロジェクト委員会と協力して地域のニーズに
合った事業を計画し、財団の補助金が活用できるか
検討しクラブの活性化に繋げる 

 
加藤米山記念奨学委員長 

6 年ぶりのに奨学生受入となりました。皆さんに、よ
り理解を深めてもらう為に奨学生卓話をお願いしまし
たが、本年は受入となりどのように接し、国際親善も

含めクラブ全体で交流をしていかねばなりません。委
員会として寄付は 18000 円/年一人当たりお願いま
す。この寄付は 3 年後に奨学生の受け入れ人数に反
映せれることになりますのでご協力をお願いします。 

 

松澤会計 
寄付に関しては、月初だけでなくテーブル置いてあり
ますので是非呑みに行く回数を減らし寄付をしてくだ
さい。 
活動方針 
・クラブの適正な資金管理をする 
活動計画 
・半期毎に予算対比及び会計報告をする 
・会計処理の簡素化をする 

 

西田 S.A.A 
基本に忠実に例会を運営し、声、メリハリを付け進行
をコントロールし良い例会運営を心掛けていきます。 
宜しくお願い致します。 
 
 

 
千葉ロータリークラブ 
先週は参加出来ず、すいませんでした。 
鳴海会員 
お祝いありがとうございます。５６才になりました。     
田中会員 
誕生日のお祝ありがとうございました。         
江上会長 
千葉ロータリークラブ川﨑会長、山谷幹事ご出席あり 
がとうございます。今年度 1年間よろしくお願いし 
ます。 
手塚幹事 
本日は川﨑会長、山谷幹事お越しいただきありがとう 
ございます。1年間よろしくお願いします。 
                 合計35,000 円

累計 140,000 円 
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